
 

 
８月２５日、議会運営委員会が開催され、会期は９月１

日から２６日までです。前半は、補正予算等の審議、後半

は令和４年度の決算審査が行われます。 

提出予定議案は１６件、予算議案１件、一般議案１５件

報告１０件です。一般質問は、９月７日・８日・１１日で

す。請願・陳情の締め切りは９月７日です。 

ご意見・ご要望をお寄せください。 

 

 

２５日、大分市議会・議   

会活性化の６名の議員が参

加、学生は３名の参加でし

た。議員から議会の仕組み

などの報告のあと懇談しま 

（プロジェクターで説明）   した。 

 

 
８月１１日、稙田公民館で、大分敷戸分屯地に弾薬庫の

新設中止を求める「市民の会」の設立総会が開催されまし

た。約２００名が参加しました。 

岡 村 弁 護 士 に よ る                           

講演、各団体代表のあい

さつ、規約案、役員案が

承認され、国・県・市へ

の署名活動の取り組みが

提案されました。 

(党を代表であいさつ、山下書記長) 参加者からは「長射

程ミサイルの弾薬庫ができれば、攻撃対象になる」「周辺住

民の安全を守るためにも中止を求めていく」など、戦争国

家づくりは許さない声があがりました。 

 
８月２７日(日)「気候危機打開、持続可能なエネルギー政

策を考える」講演会は、大分市東部公民館で開催されまし

た。 

講師は佐藤洋氏、日本共

産党 原発・気候変動・エ

ネルギー問題対策委員が、

１頻発する記録的な豪雨と

猛暑、２日本政府の反応と

対応３大分県にとっての 

←（講演する佐藤洋氏）  

 

「実質ゼロ」への道をめぐって、青年や将来世代に気候変

動の重荷を負わせないためにと。７０分にわたり講演しま

した。 

参加者からは「自然がこんな状態になっているのが、な

ぜその前に手をうてなかったのだろう」「気候はやばいと思

うけど、なにをしたらいいのかと思った」「大分県の全市町

村が「実質ゼロ宣言」していないのは残念」などの声が寄

せられました。 

 

 
８月２８日、豪雨のたびに敷地内の浸水被害を受けている

東八幡地区の排水対策計画の現地説明会が行われました。 

大分市の土木建築部

の担当者より、「道路側

面にグレーチングを施

し、上流域から流れ落

ちる排水を祓川に流

す」と当面の対策（案） 

（ミスターマックス上流にて）  が示されました。 

住民からは「やっと目処がつき、一安心」などの声が寄せ

られました。引き続き、浸水解消のために、みなさんとご

一緒にとりくみます。 

 

                上野公園の園路から、

利用者が近道のために民

有地を通行し、土手は削

られていました。当面進

入防止のガードパイプが

設置され、えぐられた土 

（太平町）       手の改修も行われることに 

になっています。 

 

○国保税の減免・分割納付 ○市県民税の支払いについ

て ○自治会財政などの情報開示について ○アパート住

民の暴言・脅迫  ○生活保護の収入認定について ○オ

ムツ費用の支給制度について ○ご主人の死亡による家賃

契約の変更についてなどの相談に対応しました。 

暮らしのご意見・ご要望をお寄せください   

ふくま健治生活相談所  

大分市東大道３―２―６ 

５４６―４５０５（ＦＡＸ兼用） 

携帯０９０―２７１４―５６１２ 
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